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〈表 1) 今後のクラス運営においての具体的な方策についての出現度数 (N..166) 




あり 銀助していく。 (5・10年} 4 9 6 
子どもたちと向かいて合いいう。綴②り返それし伝えていく。パエ一ッ度クそをの湿織しをて隠①れ悶てに、来る前に
① rA <んのR8J ちゃんと曾擦にし でもダメなら、 舗助のst;生とー絡にクールダウンする。この作..を織り返していく。 (11年以上}
A<んの長所に着目して、自己肯定錫を高める鑓助 (2-4~字、 5・10~)
なし 16 14 1 
.学に向，tて気持ちを切り曾えるための銀助 (2-4年、 5・10~)
カテゴリー①小針 却 お 7 
A<んの得怠な所を集団ゲーム等にた〈さん入れることで、まわりの子どもたち
~り がA<んのいいところを毘めていけるように、保育の中で取り上げてい<0 (2-4 3 。 3 
年}
②『他の子どもたちの変容J まわりの子どもたちのAくんに対する理解とイメージを高めるo(2-4~事、 5・10年}
なし 16 11 6 
まわりの子どもたちの気持ちに寄り添い、成長を隠めるo (5・10年}
カテゴリー② IJ‘針 19 11 9 
パエックについて、みんなで憶し合う舗面~tIfえる. :tた団結するには、パニッ
クも必要として、パニックを過してクラスで箇し合いを行い、仲間Bmt-宵みた
あり いo (11年以上} 5 10 'D 
③ fクラス全体の23J 鼠と思っ活て動も温や行a$sなど、ひとつの目領に肉かつてやり遂げることt草、 子どもたちにを味わったり、成長のきっか付となるo (11年以上}
なし 3学期終了に向けてこのクラスでよかった。自隠しかったと思えるようにしたい. 12 10 13 (2-4~) 
カテゴリー③小針 17 却 40 
口述敏純計 56 54 56 
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〈表 2) クラス運営における具体的な方策の内容 N = 67 (①、② N= 25 ③N = 42) 
保育経厳重匹敵 2-4年 保育経験.敏 5-10. 保育経験年徴 11年以上
大カテゴリー ，)，カテヨリー 内容
件散 口述倒 件敏 口述倒 件敏 口述倒
Aくんができること、 トラブJI-があるとクラス Aくんについて、 トラ
苦手なことがわかってき がまとまるチャンスとな
ブルを温し隠度て①すそ②却の渇にそ来れを際でるているので、 それを筒 るような宮譲かげができ 前に宮漢で
まえて、みんななら、 る。何窃もなく平沼に過 ダメならー














Aくんの思E 2 身に付げることができる 2 を高めていく中で、気 2 a団ではなく、，J¥さなを殴定 ようなきっか1作りを保 持ちを切り笥える衡を身 集団の中でAくんとのか
宵者が行ってい〈 につげる かわりをみんなで栂殴し
申② 容f『他AJの〈んのIl:BJ ながら進めていく
子どもたちの変 行司EやE量定的な活動だ リレーが好きなら、誕童 Aくんの足の速さを生か
と、 Aくんの良さが錯 観してできるように常に して、 かつ相銀、作総
.できず気持ちが向かな バトンを周窓するなどの が.Jb嬰な鬼遊びなどを取
いので1;1.と思うので、 ia績を周怠し、体を使 り入れていく
方法 遊びの中でAくんのよさ った遊びをクラスの中で得2置なことを である足が速くて籾りに 位置づ付る







まわりの子ど まわりのこどもたちがA まずまわりの子ども遣をくんのいいところを留め 'Jlててい〈ことで、そ





保育聞の遠鏡 1て、クラスのみんな 。 。と一緒にできるように捕
助の先生と遡.しながら
かかわりを変えてい〈
保育経蛾年勉 2-4. 保育経践年敏 5-10年 保育経厳重手敏 11年以上
大カテゴリー ，).カテヨリー 内容
件段 ロi1!例 件倣 口述倒 件o: 口述倒
員隠しさの中にもちょっと 大きな銀屈だとそ乙でつ 2学期後半に遊園地をつ





③ 『クラス全体の変容j 細面 の活動・遊び 2 
と思う (A)






























































1 さんとりあげ、た〈さ 。 4 ているので、ゃっ冒りクラス窪曾
ん伝えてい〈ことfC1 A<ん中心に考えていく












































































































































の内容 2-4年 5・10年 1年以上
-クラスの子どもたちを宵て、 A<んに対 -クラスの子どもたちにA<んの理解を求 -ひとりひとりを受け入れ、 A<んを中心
する窓E簡を変える め、まわりの子どもたちの見方を変えてい に宥える
カテヨリー -パ三ックやトラブルはできるだけ図避した 〈 -パニックを子どもの成長のきっかけと捉え
①、② 、 -パニックu回避したいと敏捉簡えとパエックを予 る
傾ど向もの成長のきっかけ る敏践の三極化
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本論文は共立女子大学大学院家政学研究科に
謝辞
提出した修士論文 (2013年度)の一部
を加筆修正したものである。 貴重なお時間を頂戴し本研究にご協力くださ
った公私立幼稚園の園長先生をはじめ教職員の
皆様方にこの場を借りて厚くお礼申し上げま
す。
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